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天板形状に着目したグループワークを促す学校机の提案

A Proposal for School Desks that Promote Group Work with a Focus on Tabletop Shape 

（キーワード：グループワーク，教育環境，学校家具、アクティブラーニング ゲシュタルト心理学）

（KEYWORDS: Group work, educational environment, school furniture, active learning, Gestalt psychology） 

○柴田 愛望 柿山 浩一郎（札幌市立大学）

 
１．背景

近年、学校教育においてグループワークが重要視されて

いる。主体的な学びや協働的な学習の推進が求められる中

で、物理的な学習環境、特に学校机の形状や仕様が児童生

徒の行動や学習態度に与える影響が注目されている。しか

し、従来の学校机は個人作業を前提とした設計が多く、グ

ループ形成やコミュニケーションの妨げとなる場面が少

なくない。そのため、グループワークが自然に行える環境

整備が求められている。

２．仮説

小中学校で用いられる机を対象に、特定の形状や構造に

よって生徒に「くっつけたくなる」心理を喫起し、机を近

づけたり結合させたり「集まりたくなる」というような行

動を誘発することで、新たなコミュニティの装置として再

定義できるのではないかとの仮説を立てた。

 
３．目的

本研究の目的は「集まりたくなる」「くっつけたくなる」

要素を検討し、前述の仮説の検証を通して、その結果から

効果が期待されるものを用いて自然と集まり話し合いを

したくなる学校机を提案することである。

４ 提案する学校机の仕様

４ １ 天板の形について

机の天板形状がグループワークの促進に与える影響を

検証するため、タイリング可能な凸五角形の 図１

に着目した。

図１ 採用した ４の形状と定義

種類存在する凸五角形１）の中から、利便性や安全性、

柔軟な配置のしやすさを考慮して調整した の形状

（図２）を採用し、自然に「くっつける行為」を誘発する

ことを確認した。

図２ ４の調整を経て採用した形状

これはゲシュタルト心理学の「閉合の法則」２）に基づき、

歪な形状が未完成な印象を与え、それを補完したいという

心理的動機を引き出す結果と考察した。

４ ２ 歪な形が「くっつける」行動を誘発するかの調査

まず、天板形状が「くっつける行動」を誘発するかを検

証するために、 種類の形状を用いた調査を実施した。形

状は、従来の長方形（ ）、不等辺四角形（ ）、タイリング

可能な凸五角形（ ）とし、各形状のピースを用いて実験協

力者に自由に遊んでもらった（図３）。

図３ 調査に使用した 種類のピース

その結果、不等辺四角形（ ）および凸五角形（ ）では

「くっつける行為」が多く観察され、長方形（ ）ではその

行動が見られなかった。特に凸五角形（ ）は、タイリング

が可能であるため視覚的に「平面を完成させたい」という

心理的動機を引き出し、「くっつける行動」を自然に誘発す

ることが確認された。これにより、歪な形状がグループワ

ークにおける接続や集まりを促進する要素となることが

示された。

４ ３ 天板のサイズについて

現在普及している天板のサイズから、候補となり得る天
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板モデルを制作し、プレ調査および本調査を実施した。

プレ調査では小・中・大の 種類のサイズを比較し、「中」

が最も支持されたが、「中と大の中間」のサイズも妥当であ

るとの意見が多く挙がった（図４）。

図４ プレ調査で使用したモデルと結果

そこで本調査では、より精緻な つのモデル（ ～ ）を

用意し、検証を行った。その結果、「中と大の中間」にあた

る面積約 ㎠が作業効率や安心感の両面から最も適し

ていると結論づけた。

 
４ ４ 天板の向きについて

天板の向きに関しては、用途や気分に応じて柔軟に向き

を変えられる設計が肯定的に受け入れられた。実験では、

手前側で書き物を行い、奥側に教材を置く使い方が多く観

察され、特に奥行きの広さが使用者に安心感を与える要素

であることが示された。具体的な机の向きと使い方につい

ては、図５に示す①、②のようなパターンが多く見られた。

これにより、方向性を持たせない設計が、個人作業とグル

ープワークの双方に適していることが確認された。

図５ 机の向きを検証している様子

４ ５ 学校現場での検証と提案仕様

机のデザインを実際の教育現場に即したものにするた

め、調査協力が得られた一宮市立千秋南小学校と一宮市立

北部中学校での学校見学を実施した。そこで得られた知見

から、新たに取り入れるべきであると考えた以下の 点を

提案仕様として取り入れた。

①高さ調節機能

児童生徒の身長や体格に応じて天板の高さを調整し、

天板面の凸凹を解消することでグループワークの快

適性を向上させる。

②キャスター付き脚部

机の移動をスムーズにすることで、グループワークの

利便性を高める。

これらの仕様の有効性を確認するため、提案する機能を

搭載した「実働モデル」と、天板の高さや脚部寸法を示す

「スケールモデル」の 種類を制作した。実働モデルでは

キャスターと高さ調整機能の動作確認を行い、スケールモ

デルでは提案する仕様が学習環境に適していることを示

した（図６・図７）。

図６ 完成した実動モデルとスケールモデル

図７ 完成したスケールモデル

５ 結論

本研究において提案した学校机は、個人作業の利便性を

損なわず、グループワークを自然に促進するデザインとし

て有用性が示された。天板形状に凸五角形（ ）を採

用し、天板サイズは現行の 規格よりも広い約 ㎠

が最適であると結論づけた。また、天板の向きに柔軟性を

持たせることで、使用者が用途に応じて最適な配置を選べ

る点が評価された。さらに、高さ調節機能とキャスター付

き脚部を取り入れることで、学習活動やグループワークに

おける利便性・快適性が向上した。

 
参考文献 

杉本晃久の研究活動などの紹介 凸五角形タイル張り問題

（平面充填凸五角形問題）

電子情報通信学会知識ベース 章 形とイメージ

感性フォーラム札幌 2025 講演論文集　— 2 —



                                                                               
 

ファッション雑誌の表紙に込められる社会的メッセージに関する研究 

A Study Focusing on the Social Messages Embedded in Fashion Magazine Cover  

（キーワード：ファッション雑誌，表紙デザイン，社会的メッセージ，歴史的分析、アイトラッキング） 

（KEYWORDS: Fashion magazines, cover design, social messages, historical analysis, eye-tracking） 

○伊田 博光, 柿山 浩一郎（札幌市立大学） 

 

1.背景 

1867 年 11 月 2 日にニューヨークで創刊した現存する世

界最古の女性向けファッション誌は『Harper’s BAZAAR』

である。その出版理念は「女性をエンパワーする社会派フ

ァッションメディア」とある。『Harper’s BAZAAR』の創刊

以来、世界各国でファッション誌はその社会の中で女性を

エンパワーしながら発展してきた。現在、日本では、海外

提携誌として『VOGUE』、『ELLE』、『Harper’s BAZAAR』、『marie 

claire』等の日本版が出版されている。しかし、最近では

広告クライアントのデジタル化へのシフトによる広告費

の激減と主要流通経路である書店数の減少により収益の

減少傾向が続いている。しかし、ファッション誌は 150 年

以上も前から女性の社会における地位向上や活躍を応援

し続ける普遍性と文章や写真、デザイン、アートディレク

ションを巧みに編集しながら独自のクリエイティブで「時

代の気分」を発信し女性をエンパワーし続けてきた。 

「ファッション」とは広辞苑によると、「はやり。流行。

特に、服装・髪型などについていい、転じて、服装のこと」

とある。『ファッション誌の変遷:黎明期から現在まで』【1】

において文化学園大学の古賀は、独創的なファッションを

生み出そうとするクリエーター（発信者）がいてその新し

いファッションをいち早く真似しようとするものがいる。

模倣者たちは「新しかったファッション」を大衆化してし

まうと、また新しいファッション」の創造を待つことにな

る。大衆化社会においてファッションがファッションであ

るためには、この模倣者を生み出すような意識的努力、つ

まり「クリエーター」でない一般大衆に「新しいファッシ

ョン」を知らしめる装置が必要になる、と説いている。つ

まりファッション誌は、「ファッション」と共にそれぞれの

時代の女性の欲求を満たしながらその社会や人間の在り

方を映し出し、その未来を照らし続ける 「時代を映す鏡」

と、言えるのではないかと本研究では考えた。 

毎シーズン、世界の主要都市で行われるファッションシ

ョーに登場するブランドのファーストルック（一番初めに

登場するルック）にはそのデザイナーの洋服に込められた

メッセージが特に強く現れていると言われる。そしてファ

ッション誌のファーストルックとも言える表紙もまた、作

り手側の強いメッセージが込められていると考えるのは

ごく自然である。本研究ではファッション誌の扉（表紙）

に注目し、その表紙が発信するメッセージや社会性とはど

のようなものであるか、そしてどうあるべきかを知ること

を明らかにすることが重要であると考え、着眼する。  

2.研究の目的 

作り手側が読者に届けたい表紙に対する考えと, 読者

の求める表紙（意識的に求めているものと自然生理的に求

める表紙と）への考えの 2点を明らかにし、ファッション

雑誌の表紙に込められる社会的メッセージの必要性の検

証を本研究の目的とする。 

3.研究の内容・方法・計画 

本研究では第１に、社会とファッション誌の表紙の変化

の関係を明らかにするために VOGUE 米国版の表紙を 20 世

紀の主だった事件ととともに年代順に並べ、表紙の移り変

わりを検証した。第２に、近年の表紙の変化としてロシア・

ウクライナ戦争の始まりからの前後３ヶ月（2022 年 1月か

ら 2022 年 5 月）の VOGUE フランス版の表紙の変化を検証

した。 

第３、４の試みとして雑誌編集者やライター、写真家（過

去に下記の 4誌の日本版の表紙に関わったことのある）な

どの作り手と、読み手へのインタビューからファッション

誌の表紙についての考えや傾向などを考察した。その後、

実験刺激としての表紙とアイトラッキングシステムを利

用し、被験者が表紙を見る際の目の動きに注目する実験と、

SD法に基づくアンケートを実施し、社会的メッセージの検

証を行った。 

また、本研究では、戦争や大きな社会 問題から一時的な

流行といった、社会的価値観や時代の気 分、社会的変革を

促進する要素を、広義の意味で社会的メッセージと定義し

た。 

3-1.調査１：100年の表紙の変遷 

前述の４誌の中で特に他の 3誌と比べ、アーカイブの管

理が進んでいるVOGUE誌米国版の表紙を創刊から現代に並

べ、20世紀の主だった時代の出来事とを重ね合わせながら

その表紙と社会の移り変わりを調査した。 

3-2.調査２：近年の表紙の変遷 

2022 年 2 月 24 日、ロシア軍によるウクライナ侵攻が開

始された。その時期のファッション誌の表紙と戦争の関係
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を探ることを目的に、ヨーロッパの主要国フランス発行の

VOGUE フランス版の表紙（１月発行号から 6月発行号まで）

を並べ、その変化を調査した。 

3-3. 調査３：作り手を対象とした調査 

過去に前述の4誌の日本版のいずれかの表紙に関わった

ことのある編集者、ライター、写真家、デザイナー５名に

半構造化インタビューを実施し、雑誌の中での表紙の位置

付け、その決定方法や「社会性（経済や戦争やその他の社

会問題が感じられる）」の必要性と表紙のモデルの表情に

ついての考えを問うた。インタビューの音声は録音し、文

字起こしを実施し、テキストマイニングソフトを利用して

分析・考察した。 

3-4. 調査４：読み手を対象とした調査 

調査３に準じて、読み手５名に半構造化インタビューを

実施し、ファッション誌の中での表紙の位置付けや「社会

性（経済や戦争やその他の社会問題が感じられる）」の必要

性と表紙のモデルの表情についての考えを聞いた。調査３

と同じく文字起こしを実施し、テキストマイニングソフト

を利用して分析・考察した。 

3-5. 制作：実験刺激としての表紙の作成 

過去に前述の4誌の日本版のいずれかの表紙に関わった

ことのある編集者、ライター、写真家、デザイナーや読み

手への半構造化インタビューからファッション誌の表紙

についての考えや傾向などを考察し、どのような表紙が読

み手にとってより好まれる傾向にあるかを導き出すため

の実験に必要となる実験刺激としての表紙の仕様を定め

た。具体的には、社会性のメッセージの有無の検証が可能

な実験刺激を作成した。 

3-6. 調査５：アイトラッキング 

アイトラッキングシステムを利用し、被験者（21名）が

表紙を見る際の視線の動きに注目する実験と SD 法による

アンケートを実施した。ファッション誌の表紙に社会性や

メッセージをデザインすることによってその表紙が読み

手にどのような見方を提供するか、また、そうでない表紙

への反応を検証しながらファッション雑誌の表紙の社会

的メッセージの重要性を明らかにする実験を実施した。 

3-6.1 結果 

カマラ・ハリスを知っている群（図 1下段）と知らない

群（図 1中段）の間で注目するポイントに明確な違いが見

られた。知っている群は彼女の顔や名前、キャッチコピー

など、表紙に込められた社会的メッセージの要素に特に視

線が集中していた。一方、知らない群では、視線が人物全

体や衣装、背景に分散する傾向があり、メッセージの認識

度に差が見られた。 

3-6.2 結論 

ファッション雑誌の表紙には、社会性やメッセージ性を

強化し、それを視覚的かつ象徴的に伝えるデザインの重要

性が改めて浮き彫りになった。本実験は、「ファッション雑

誌の表紙は時代を映す鏡であり、社会的メッセージを読者

に訴える力を持つ」という仮説を支持するものであり、今

後の表紙デザインにおける重要な指針を提示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 本研究の結論 

本研究では、作り手が表紙を通じて伝えたい社会的メッ

セージと、読み手が求める表紙の要素について検証し、フ

ァッション雑誌の表紙に込められる社会的メッセージの

必要性を考察した。その結果、作り手は表紙に社会的メッ

セージを込めることを重視している一方で、読み手はそれ

を読み取れないと認識されていることが明らかとなった。

しかし、読み手自身は表紙に社会性を求めており、その必

要性を認識していることも確認された。 

加えて、アイトラッキングデータからも、読み手が社会

性の強い視覚的要素に強く反応する傾向が示された。しか

し、視線の滞留時間が長いことが必ずしもメッセージの理

解を意味するわけではなく、「デザインの要素（派手な色彩

や有名人の登場）」に視線が誘導された可能性は拭えない。

また、本研究では 「3-2.調査２：近年の表紙の変遷」にお

いて、『VOGUE』フランス版の表紙を対象として分析を行っ

たが、これは一例に過ぎず、ファッション雑誌全体のトレ

ンドを論じるには限界がある。 

5. 展望 

今後は、これらの研究結果を基に、❶読者が表紙に組み

込まれた社会的メッセージを受け取る仕組みの検証、❷社

会的メッセージを効果的に伝える表紙デザインの探求、❸

ファッション業界における社会的メッセージの組み込み

プロセスの調査を課題としたい。 

参考文献 

【1】古賀令子. 『ファッション誌の変遷:黎明期から現在

まで』文化女子大学図書館所蔵 服飾関連雑誌解題・

目録, 2005 年 p.14  

【図 1】出典: Vogue Archive. (n.d.). *Vogue Archive*. 

Retrieved from https://archive.vogue.com 

 

図 1 社会的メッセージ比較ヒートマップ（最右画像がカマラ ハリス氏） 
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における煽り投稿の大規模言語モデルを用いた訂正文生成

Corrective Sentence Generation Using a Large-Scale Language Model of Agitated Posts in SNS 

（キーワード： ，煽り コンテンツモデレーション，自然言語処理）

（KEYWORDS: SNS, Agitation, Content Moderation, Natural Language Processing） 

○富田 真生，村井 源（公立はこだて未来大学）

 
１．はじめに

近年， の利用者増加に伴い増加している， 上で

のトラブルが問題となっている．また， 上でのトラブ

ルの原因となる，不適切な内容の投稿に対処する人員の

精神的被害も問題となっている．そのため， のトラブ

ルに対処する研究は幅広く行われている．しかし， 上

のトラブルを引き起こす要因の一つである煽りについて

は，非常に複雑で表現が多岐にわたり，かつ様々な種類

が存在している．そのため，その定義や基準が曖昧であ

り，どこまでの表現が煽りか判別するのが難しく，その

効果的な対策が実現されていない．また， における煽

りに着目した研究も非常に少なく，数少ない例として，

松本らによる煽り検出における の有用性を示した研

究がある ．しかしこの研究では，煽りの詳細な定義づ

けが行われていないことや，分析対象が限定的な範囲に

のみ着目しており，真に 上における煽りという現象

の全体像を検出できているとは考えられない． また，富

田らによる煽りの「手段」，「意図」，「話題」，「受け手の

属性」に着目した分析・分類に関する研究がある ．

この研究では，煽りの つの要素に着目し，言語的・統

計的に分析することで， における煽りの特徴を明らか

にし，煽りを分類している．しかし， における煽りの

特徴について明らかになったものの，具体的な対策の方

策は検討されていない．そこで本研究では， における

「煽り」対策の一方策として，大規模言語モデルを用い

た，「煽り」を含む投稿文の訂正文生成を試みた．本研究

での「煽り」とは，相手の感情に働きかけ，何かしらの

行動や感情を引き起こす 上のメッセージに含まれる

言語的な表現としている．

２．対象データ

訂正文生成および，評価実験の対象データとしては，富

田らの研究 の分析で用いられた「煽り」を含む投稿か

ら 投稿ずつ抽出してそれぞれ用いた．また多様な煽り

のタイプに対し検証を行うため，抽出する際に，すべての

煽りの構成要素（「手段要素」，「意図要素」，「話題」，「受け

手の属性」）を 回以上含むように抽出した．

 

３．手法

大規模言語モデルを活用した「煽り」を含む投稿の訂正

文生成検証を行うにあたり，まず利用するモデルを

社の を選定した．訂正例を生成する際のプロ

ンプトには，訂正例や富田らの研究 で用いられた「煽

り」の「手段要素」，「意図要素」，「受け手の属性」などの

情報を組み合わせたものを複数パターン作成し，どの要素

が訂正例生成に影響するのかを検証した．また，大規模言

語モデルでの文章生成では，同じプロンプトでも生成され

る文章の表現にばらつきが生じるため， つの「煽り」を

含む投稿に対して 文の訂正文を生成し検証を行った．訂

正文生成が成功しているかどうかは以下の つの条件を踏

まえて判断した．

 「「煽り」の対象に対して「煽り」の可能性が高いと

推測できる表現や内容を含んでいないか」 煽り除

去

 「元の投稿文と比較して「煽り」に関係する部分以外

の意味内容が大きく変化していないか」 意味保持

 「意味の通る文章になっているか」 理解可能

また，訂正文生成の結果について客観的に評価するため，

第 者に対して評価実験を行った．本評価実験は，ある「煽

り」を含む 個の投稿に対して，投稿のテキストとコン

テキスト，単なる のプロンプトと，「煽り」の

「手段」，「意図」，訂正文例 個を含んだ のプ

ロンプトで生成した訂正文候補を，ランダムな順番で提示

したうえで読んでもらい，生成された訂正文候補の出来を

評価してもらった．評価の際は上記の つの判断条件を

段階（そう思う ，どちらともいえない ，そう思わない

）でそれぞれ評価してもらった．アンケートは抽出した

投稿を 投稿ずつ分割して 種類のアンケートを作成

し， 種類のアンケートにつき 人，計 人の 代前半

の学生に対して行った．アンケートは， 年 月 日

～ 月 日にグーグルフォームを用いて実施した．

 
４．結果・考察・展望

まず，「煽り」を含む投稿文に対して，訂正文を生成する

ようにシンプルに指示する のプロンプトでの結

果は，成功率は であり， 割は上回っているものの，
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上手く生成できていない文章も多く見られた．本検証のベ

ースラインとなる のプロンプトを表 に示す．

次に，上記のプロンプトに訂正例を与えた のプ

ロンプトでは，例の多さや質，プロンプトの長さが生成さ

れる訂正文に影響すると考えたため，例を ， ， ，

例与えたものや，第 者数名が作成した訂正例をそれぞれ

与えたもので検証を行った．訂正例の与える数では 例

与えたものが成功率 と最も高くなっていた．この結

果から，訂正例の数やプロンプトの長さが訂正文生成に影

響することが示唆された．次に，訂正例の質に関しては，

作者が違う訂正例を含んだプロンプトごとに誤差程度で

はあるものの成功率に差があり，最も高いもので と

なった．この結果から，訂正例の質が訂正文生成に影響す

ることが示唆された．また，訂正例を与えた場合全体とし

て，単なる の場合と比較して成功率が高い場合

が多く， のプロンプトの有効性が示唆されたと考

えられる．続いて， のプロンプトに，各「煽り」

の要素に関する情報を与えたプロンプトでの結果は，「手

段」，「意図」，「話題」，「受け手の属性」のいずれでも単な

る の場合よりも成功率が高かった．また「手段」

と「意図」を組み合わせた場合では最も高い という

成功率になった．ただし，これ以上多くの要素のカテゴリ

をプロンプトに組み込もうとすると成功率が下がった．こ

の原因としてプロンプトの長さが長くなりすぎたことが

考えられる．以上のことから，「煽り」の訂正文生成におい

て，「煽り」の要素をプロンプトに組み込むことの有効性は

示唆されたが， 種の要素カテゴリが限界ではないかとい

うことも考えられた．最後に， のプロンプトに各

「煽り」の要素に関する情報を与えたプロンプトでの結果

は，「煽り」の「手段」と「意図」要素の情報と，成功率の

高かった第 者が作った 例の訂正例を含んだプロンプ

トで最も高い成功率の となった．これは現状での一番

高い成功率であり，「煽り」の訂正文生成のプロンプトにお

いて，訂正例と各「煽り」の要素を組み合わせることの有

効性が示唆されたのではないかと考えられる． 以上より，

最も高い成功率が であることから，「煽り」を含む投

稿の訂正文候補の生成程度には利用可能と考えられる．し

かし，現状の大規模言語モデルを活用したプロンプトエン

ジニアリングのみでは訂正が難しい投稿も確認された．

続いて「煽り」を含む投稿文の訂正文生成結果について

の第 者による評価実験結果の一部を表 に示す． 種の

項目の評価結果の各平均値から，大規模言語モデルの活用

は，「煽り」を含む投稿文の訂正文生成において有用性があ

ると考えられる．また片側 検定の結果から，「煽り除去」

の項目と「意味保持」の項目について と

のプロンプトでの生成結果の評価間で有意な差が得

られた．このことから訂正文生成において， のプ

ロンプトと「煽り」の「手段」，「意図」，訂正例の情報の活

用についての有用性が示唆された．

以上より， における「煽り」を含む投稿文の訂正文

生成において，大規模言語モデルの有用性が示唆されたと

考えられる．また，訂正文生成における煽りの構成要素お

よび訂正例の有用性も示唆されたと考えられる．今後は，

さらに生成の精度向上のため，プロンプトの改善，モデル

の調整，最新モデルでの検証等を行う必要があると考える．

 
表 のプロンプト

制約条件：

・煽りとは相手の感情に働きかけて，何

かしらの感情や行動を引き起こさせる言

語的な表現のことです．

・入力文に煽りとなるような表現や内容

が含まれないようにする．

・文字数は入力文よりも大幅に短くなっ

たり，長くなったりしないようにする．

命令書：

あなたはプロのライターです．

以下の煽りを含む入力文をもとに，煽り

を含まないように訂正した文章を出力し

てください．

入力文：

「 」

出力文：

 
表 2 評価実験アンケート結果抜粋 

煽り除去 意味保持 理解可能

平

均

値

 
参考文献 

松本典久 上野史 太田学 ： を利用した煽りツ

イート検出の一手法

富田真生 村井源 における「煽り」の検出を目

的とした煽りツイートの分類 人工知能学会全国大会論

文集， 巻，

 富田真生 村井源 の煽り投稿における受け手の

属性に着目した分類 言語処理学会第 回年次大会発表

論文集
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ファブラボの現状と課題 

Current State and Challenges of Fab Labs 
（キーワード：ファブラボ，パーソナルファブリケーション，調査） 

（KEYWORDS: Fab Lab,	Personal Fabrication ,	Investigation） 
○齋藤 美沙（札幌市立大学大学院デザイン研究科），三谷 篤史（札幌市立大学デザイン学部） 

 
１．背景 

ファブラボは便利な場所であり、人々の集う温かいコミ

ュニティ施設である。ファブラボは 3D プリンタを代表と

する技術革新によって到来したパーソナルファブリケー

ションの時代に、MIT の教授によって提唱された施設であ

る。ファブラボ憲章[1]によると、ファブラボは「ほぼあら

ゆるものを作る」という理念のもと、3Dプリンタや電子工

作などの個人製造に必要な機材一式を揃えた、市民向けコ

ミュニティ施設である。その理念は共感を呼び、現在世界

90カ国 1,000 カ所以上に広がっている。厳密にはファブラ

ボという名称は商標を取得しており一定の条件を満たし

たものがファブラボであり、その他類似したものづくりス

ペースはファブ施設などの名称で呼ばれる。その特徴は、

3Dプリンタなどの発明によって、工業的な製造が企業では

なく個人で作れるようになったことである[2]。例えば、自

分の家の棚に適したハンガーが制作できる。もともと DIY

や陶芸などといった工芸を趣味とする人も存在している

が、ファブラボでのモノづくりの特徴は課題解決にある。

暮らしの中にあるもので対処する小さな課題解決は、キャ

ンプの楽しささながらである。そうして小さな発明家がフ

ァブラボを拠点として集まると、さらに地域の課題解決も

できるようになる。人々が集い知恵を出し合い、互いの特

技が重なり合うことでさらに新しいアイデアが生まれ、か

つ交流の場となり温かな場所となる。このようにファブラ

ボは、モノづくりだけではくコミュニティとしても他には

ない価値がある。 

しかし、現在ファブラボはボランティアや市町村等の助

成金で運営されていることが多く、持続的なビジネスには

なっていない[3]。筆者はファブラボの未来について聞く

ため、北海道の栗山町と森町にある施設を訪問し，見学と

職員へのインタビューをおこなった。その結果、既往研究

で言われているように非常に利用者が少ない状況でこの

ままだと運営を続けられないことがわかった。利用者数が

少ない要因として、立地の不便さ、地域住民や親世代の認

知不足、学校との連携の欠如といった外的要因が挙げられ

た。その上で、来訪者の中には「作りたいものがない」と

いう内的な課題も見受けられ、ファブラボの価値を共有で

きていない現状が浮き彫りとなった。 

この「作りたいものがない」という内的な課題に対処す

るためには、具体的な作品サンプルを提示し、ファブラボ

を使用したことがない層へも制作意欲を喚起することが

効果的と考えられている。実際に、各ファブラボの職員は

作品サンプル作りに時間をかけて取り組んでいる。しかし、

どのような作品が潜在的なファブラボ利用者を惹きつけ

るかは不明であり、手探り状態である。 

 
２．目的と方法 

本研究の目的は、ファブラボを訪れて作りたい気持ちを

喚起する作品を提案することである。本論文ではそのため

のファブラボの現状と課題を明らかにする。具体的には以

下の３つの目的を設定して、調査と考察を行った。 
1. ユーザーの把握	
2. 使用設備と制作可能なモノの把握 
3. 実際に人気の作品サンプルの把握 

 
３．調査 

３.１ ファブラボの利用者層と利用目的 

 Fab Lab Japan による利用者層の調査[4]によると、主な

性別は男性で、その年齢層は 33〜44 歳となっている。ま

た利用頻度については、月 1回以上のリピーターが過半数

を占めている。さらに、利用者の 52%がラボから 30 分圏

内から来訪している。 

利用内容では、木工工作および手芸クラフトに関しては

比較的経験の割合が高く、それぞれ回答者の約 40%となっ

ている。一方、3D プリンタ工作は比較的経験の割合が低

く、経験者の割合は、約 11%にとどまっている。 

 栗山町のファブラボ職員からは、遠方から工作機械を使

いに来る方が利用者の多くを占めるが、価格だけで選ばれ

ており交流が目的となっていない現状があると聞いた。 
３.２ ファブラボの使用機材と可能な技術 

 ファブラボ憲章において、機材に関しては次のように決

められている。「すべてのファブラボが、ものづくりのノウ

ハウや設計データを共有し、複製・改良していけるよう、

機材を共通化しています」。そのため、施設には基本的な機

材が揃っており、レーザーカッター、CNC ルーター、ミリ

ングマシン、ペーパー／ビニールカッター、3D プリンタ、
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各種ハンドツール・電子工作ツールが整備されている。し

かしファブラボ職員は全てに精通しているわけではない

ので、教えられない技術もある。 
図１は既存のファブラボ作品を主観的にまとめたマト

リクスである。（使用画像は FabLab品川、関内、山口の HP
からとウェブメディアの fab cross から引用。）これは素材

と制作時間によってマッピングしたものである。使用技術

や材料、時間次第でできるものを次のように把握した。 

図１ ファブラボ作品の制作方法・時間のマトリクス 

また FabLab 品川は、職員として作業療法士が在籍して

いるという特徴を持っている。この施設では、個人の手や

足に合わせた福祉的な製品を作るという作品サンプルが

多く、その作品が地域の課題解決をもたらす可能性があり、

社会的な意義が確立されている。 
３.３ 人気のある作品 

森町のファブ職員の方にどのような作品サンプルが人

気なのかを質問すると、椅子を作るワークショップが最も

参加者が多く、それは実用的で完成品がイメージしやすい

からではないかという回答を得た。また制作時間は短いも

のが人気であり、30 分以下で作れるキットを用意している

とのことである。その他の研究でも、難易度が高いものは

敬遠されることが多いと報告されている[8]。 
さらに、ファブラボではないが参考にする例として札幌

市にある芸術の森美術館の工房のワークショップがある。

このイベントは参加者が満員になるほど人気なこともあ

る。制作体験を促すために見た目の美しい作品サンプルが

館内に飾られている。 

 
４．考察 

 ファブラボでは、3D プリンタなどの情報技術の加わっ

た工作機械によって、モノづくりが得意でなくても思い

ついたものが作れることが価値とされている。しかし利

用者の調査から、あまりそのような使い方はされていな

い。どちらかといえばモノづくりが得意な人が機械を使

いに来る場所となっている。これは、ファブラボ自体が

ビジネスを目的としておらず、普及や教育としての機械

を使う体験自体が目的となっているからではないかと考

えた。講習会が開催されても、解決したい課題が明確で

ない人々が意欲的に学習するのは難しい。一方で、ファ

ブラボでない従来の、椅子や工芸などの感性に訴える、

綺麗なモノ・実用的なモノを作るモノづくり体験は人気

があることがわかった。 
そこで、機械を使うことが目的ではなく手段になるた

めには、機械で素早く制作できる部分と手作りの風合い

や工夫点を出す作業を併せ持つ作品サンプルがいいので

はないかという仮説に至った。自分らしい美しいものが

作れるという工芸体験と同じような価値を提供しつつ、

ファブラボが得意とする機械の活用技術を身につける機

会をもたらすことができる。これは集客と工作機械を学

ぶ教育的な意義の両方を満たす案ではないかと考えてい

る。 

 

５．まとめと展望 

本論文では、ファブラボに関する調査と、そこからモ

ノづくりを楽しむための工作機械の使い方について考察

した。その中で、機械で素早くできる部分と手作りの風

合いや工夫点を出す作業を併せ持つ作品サンプルによっ

て人々が集まるのではないかという仮説に至った。 
今後は、機械によって簡単に作ることのできる部分と

手作業の部分の両方を入れた製品の作品サンプルを制作

し、印象評価実験を行う予定である。 

 

参考文献 

[1]Fab Cherter（ファブラボ憲章） : 

http://fablabjapan.org/fabcharter/.(参照日年 2025 年 2 月） 

[2]田中浩也 ： ファブラボから見るソーシャルファブリケーシ

ョンの可能性.サービソロジー, Vol.4, No.1(2017) p.24-31. 

[3]大谷周平,由田徹,谷口俊平,前川正実,永井由佳里  :  モノづ

くりスペース FabLab の現状と可能性. 日本デザイン学会日本デ

ザイン学研究, Vol.65, pp.244-245, 2018 年 06 月 20 日. 

[4]FabLab Japan ： ファブラボに関する実態調査を実施しまし

た, http://fablabjapan.org/2018/08/17/post-7548/.(参照日年

2025 年 2 月 18 日）  

[5]Fab Lab Shinagawa ：  https://www.fablab-

shinagawa.org/archive/ .(参照日年 2025 年 2 月 18 日) 

[6]Fab cross ： https://fabcross.jp/list/series/fabnavi/ 

(参照日年 2025 年 2 月 18 日) 

[7]fablabkannai：  

https://cf.yokohama.localgood.jp/project/fablabkannai.(参

照日年 2025 年 2 月 18 日) 

[8]本多素子,飯田隆一,大谷忠,谷田貝麻美子：国内のファブラボ

におけるデジタルものづくり初心者に対する支援の現状. 科学教

育研究, Vol.41, No3(2017) 

感性フォーラム札幌 2025 講演論文集　— 8 —



!"#$%&'()*+ ,'-./012(3456,+

!"#$%&$'(")(*+#%,(")(-#./&$'(01/&'$(234151$+/(6/(6$(786%15&8(0&/8&94&$1(2(

!"#$#%&'()*+,-./01#+,2-3456)*+,78

!:3;<=>0*?!-#./1(01/&'$@(<1442A1&$'@(B6.1(A,(01/&'$7(

9:;<=>?@ABCDEF-GHIJ>K)L)L4MN)*+,OPQF-(

RGSTU>VWXYDEF-Z[\]>^HMNDEF8

!
!"#$!

"#$%&'()*+,-./012+3456780

19:67801;<.=/012>?@3ABC<D4/0

12>EF3GH$IJK-C38L4MN+OPQRS4

ABTUDVLWX$YZ[\4]^$_`aCEF3b

cCdef=/012+34gh701$ij>014kl

>mnTofpqCoDoLmr. !"##$%"&'(!"Tst.
018ubcv;<.=w>!"##$%"&'(Tst.01+x
yCz{74|}~�7CAB+$ÄjfÅÇTÉÑZj

ÖÜáàâ+oäãAB;01Äå./01Q.Üáàâ2

34ç>Üáàâv$ép4YZ[\$èêv4z{v$

01TëíjÖWX>ìî8uïñójã"#98Dò

.=)
ôöHP34*++,õ+úùjÖûù+ã/-./24}a
D"#9Üáàâ>ü†T°+4çå¢å>£§•NT¶

-†ß®Ö©Ö8)*C>™´ôö9ú¨T≠äãrÖ=

"#9Üáàâ>ü†4ÆØ+oäãm∞±ÄåÖ≤9©

Ö8R7≥¥Bµ∂∑>ìî,o∏π∫+oäãú¨Ä

åÖÉªº∑B$ÉªΩæ∑B+34øt¿MN_`C>

'(¡¬T√ƒQ.YZ[\9jãn≈Äåãf./0$
12/3424/ß;∆>« #"24/"#ùm»… ∂B $"28u

;<.='(ÀÃ+,-./<äÖPff829fÕŒ∂

œT–—“jÖ/”∂Ω‘’[∂É‘¥÷∂! r..24

/◊ÿZ÷âŸ! 5""#)-67)892/-234'(>⁄€‹$Ü
áàâ>›;01+fi;.–—98äãf. %"=fflå>

–—ï‡·Uò$ë‚„‰4ÂÊT≠äã,D4–—$Y

Z[\9jã>ÁË;_`+ÈÍPåãf.ï>C<.=)
wåaCôöHP;"#9Üáàâ>Î◊|Pú¨4–

—“jãrÖÉªÏZTÌ∞Ö9r4/"#Üáàâ30

1Q.ÜáàâC<.29fÕ™ÓÈÔ;<.=wåaC

íÒß;∆>«! íÚÒ"#ùm»… ∂B!

íÛÒ”∂Ω‘’[∂É‘¥÷∂! r..! íÙÒ◊ÿZ÷âŸ! ıˆˆ˜!¯˘˙!˚¸˝˛¯!

感性フォーラム札幌 2025 講演論文集　̶ 10 ̶9



>ôöˇ!T"at4*+**õ+ôöHP3/"#Üáàâ
ù:8;<=>)?5)/<@A&'()-"A&('B2T#$jÖ="#Üáàâù
>%&34/AB$_`> !"##$%"&'( T'(jãÁË<.
'7T)fKj4çåT*ˇQ.ÖÍ>+ $,BT#±

jã019jã-ÀQ.ù¡29jÖ=AB>@9./+

0D1Õ"#Üáàâ+}fã4233"#Üáàâù>

45T67Q.=)
!

%"&'!
! 8ôö>'734"#Üáàâù>ù¡•N9jã>Å

Ç945T9±Q.w9C<.=!

!

(")*!
:;<=ù¡)*>>€9B?âŸ9±!

/ûù2/"#2/Üáàâ2> @ }>A∂µ∂ŸTBC

D9jãE›j4F!+-GÄåÖ @ûù>HI9ôö>

‡JT9±jÖ=!

K;LM∂‘ZN’∂Éàâ÷OP∂|P>9±!

"#Üáàâù>#$QâR∂C<.ôöH ST;4U

VHôö9jã/"#Üáàâù;EF9Q.)*24/ù

¡9jã>45+WÍPå."#Üáàâù>ÅÇ2+}

fãN’∂Éàâ÷OP∂T≠f4XD‰|P[∂Y+Z

UQ.DDT9±jã[\)]T≠fÅ^jÖ=!

@;"#Üáàâù>Å5945>9±!

! :;K;T_†j4"#Üáàâù>ù¡•N9jã>Å

Ç945T9±jÖ=!

+

,"+!-./0123456789:;<=+

/ûù2/"#2/Üáàâ2> @}>A∂µ∂ŸBC>

F!4‹`+‹;äÖ>34/abcd"#ûù2/Tef

ù~ûù2/ghidûù2C<äÖ=!

/abcd"#ûù2C3"#Üáàâjù)*+ã

k<Pl.RS+EQ.4mnH9jã>B∂÷m[nT

oÎjÖ01TÜáàâj4̈ pÄ®.w9;Cr."#

jùH>IˇT'(Qq9jã,D4/Tefù~ûù2C

34"#rÜáàâ9jãZs∂ZtÉªº∑BÜáàâu

>vwpú+,fãk"#ù9Üáàâù9>xyT≠f4

z{78Ln∂’ŸTÓjÖà |∂Y}âtÜáàâ+

UD]~q9fäÖ»�T≠äã,D4/ghidûù2C

3 ¯Ä˛ TZª∂Åâ+kÇ)*xy+oDÉ{+8.4

RS>OPj$_`+©Ö8ÁËT#ÑQ.nèT»�

Q.q9jãf.=!

Ûûù;ÖÜ.á◊9jãoÅ8>34mn|P'(À

ÃaCTEF9jÖàâTEF9Q.w94_`>YZ[

\TEF9Q.w94£§v>äÕùm;™#Q.w9+

o.“ùã“Tùm+/åÄ®ãf.◊C<.9çéj

Ö=!

>"+%-?@ABCDEAFG:HIJA4KL2M+

"#Üáàâù>#$QâR∂C<.ôöH S T+,

-.àâ÷OP∂C34èS>dÃ|P>nè+êQ.)

√>ër†ß®;<äÖ=R:?@$íìîï¯;>á◊;"

#9Üáàâ+™ÓQ.á◊C<.w94ABT?@+"

#+}8;.ÅÇTñójÖÜáàâ;oÅC<.w94

AB+a}ß.òã>ÅÇìgh|P014ôö’≥Z+

õ.aC;;EFC<.w94"#ÀÃC≠ßå.òã>

≠ú>`ùû-Tü†>á◊C|∑B’Tãt.Üáà

âC<.w949fäÖ S}>á◊;GÄåÖ=!

aÖ4ôö>∞8Pfl4â/78–—“T°åjãf.

#$QâR∂8PC3>á◊9jã4¢£—+EQ./§

òv4•f$QÄ>¶ß2+EQ.®©ïGÄåÖ=!

!

N"(-OP4<=QRSTUVWX-!

:;mn|P'(aC4Ç8.£§v>R™>“ùã“+o

äãm∞±Äå.+ $,B!

K;"#Üáàâù;EF9Q.)*!

t"#+,-. S}>Q÷´Ñºà\ìAB4WX4&¨4

"#;+||ß.+ $,B!

tAB> @}> ≠Æıˆ!Øm∞4mnìOPj;4Rm±To

DoLQ.+ $,B!

@;ù¡9jãWÍPå."#Üáàâù>ÅÇ!

tABT?@9jÖÜáàâC§òv;<.w9!

t≤≥v4bcv4¥µ9∂v∑>∏π!

tAB+êß.b)*>ôöH9>ÆØ+o.Ç)*ü†

>HI4ôö,o∏ú¨!

∫‹>45+o.©)*C<.9>≤)TòÖ=!

!

!

YWZ[!

!"#$!?@#=)C"D#;E)4@(D'&FD;&?'G)H!"##$%"&'(IG)C"D#;E)
J@?K?;&?')3#?AAD@>)?5)9"@KA)*+*LM)NNL+M)*+*L)

!%#ªº!Ωæø¿!b¡!¬√¿!ƒ:!≈∆¿!Z∂Ünt«»!

…µ¿! âÑàâ1â0∂BT≈fÖ3ÀH>7√Ã

€‹TÓjÖ–—$íÕŒœ–—“§ù>ú>«>”

j∞TiQÅÇ>√‘œ¿!k8üv’ù`÷◊ÿ

˙Ÿ˜⁄:€!˛Ÿ⁄@¿!‹⁄@@›fi@S@¿!Kfl:‡$

!&#b¡¬√¿º8·∆¿‚*ñµ∆„|‰'()*+,-
.Üáàâ9ÆØ+êQ.ôöÂ"#ùm»…≈ ∂

B>ú¨TÓjãÂ¿!üvLM∂Ñ\gh KflK@ ÊÁ

÷◊Ë ‹‹€fi‡¿!KflK@!

!'#º8·∆‰"#Äï>ÈLD!ÍÎ`_QÜnÜn1'
(ÜáàâôöÏ/<äÖPff82CÌßP8f"

#Ó>ÔmP∂Y}âÜáàâ¿!"#p

S›Ò€Ú¿‹‹SÛ›fiSÛÙ¿!KflKK!

感性フォーラム札幌 2025 講演論文集　̶ 10 ̶



                                                                               
 

ファッションにおける性格表現 

― MBTI と襟ディテール要素の関連性 ― 

Personality Expression in Fashion 

- The Relationship Between MBTI and Collar Detail Elements - 

（キーワード：性格，ファッション，MBTI，襟ディテール，関連性） 

（KEYWORDS:Personality, Fashion, MBTI, Collar Details,Relationship） 

○燕 京晶，柿山 浩一郎（札幌市立大学） 

 
１．研研究究背背景景 

現代社会において、ファッションは社交的な意味を持ち、

相手への配慮を表現する重要な手段とされる。特定の状況

に応じて合理的な服装を選択することは、多くの人々にと

って共通の認識となっている。安永[1]は衣服は、体温調節

や危険から身体を守るといった生理・保護機能の他に印象

形成や印象管理、個人の好みや様式の表現など心理社会的

·文化的機能を持つということを指摘している。日常生活

における印象形成や印象管理において、視覚情報が占める

割合は 55%に達するとされ(メラビアンの法則）[2]、非言

語的情報の重要性が示されている。特に顔の周辺に位置す

る要素は、初対面の相手に良い第一印象を与える上で重要

であり、清潔な髪型や適切な表情だけでなく、顔に近い服

装も、その人の性格や精神状態を適切に表現する要因とし

て無視できない。つまり、場面に応じたファッションを媒

介として、人々が望む性格特性がある程度表現されている

と考えられる。 

近年流行っている MBTI(マイヤーズ ・ ブリッグス ・ タ

イプ指標、以下は MBTI と略称)とは、カール・ユングのタ

イプ理論を基に開発された。個人の性格を 16 種類のタイ

プに分類する自己評価型の心理テストである。これは外向

型(E)と内向型(I)、感覚型(S)と直観型(N)、思考型(T)と感

情型(F)、判断型(J)と知覚型(P)の 4 つの軸に基づいて個

人の性格特性を評価するものである。 

MBTI は職場や教育現場で広く使用され、さらに人間関係

の改善に役立つため、MBTI に基づく製品やサービスの需要

が増加する傾向も見られる。一方で、ファッションと MBTI

が「性格」という共通点を持つものの、ファッション業界

で性格と服装、特に顔に近い服装の関連性を示す研究は十

分ではない。本研究では、MBTI 性格タイプは顔に近い服装

の一部―襟ディテールの関係を明らかにし、それに基づく

襟のオススメシステムを構築し、結果を検証する。 

 
２．研研究究目目的的とと仮仮説説 

 本研究は、日常生活においてユーザが異なる場面で他者

に表現したい性格タイプ（MBTI）に基づいて、襟ディテー

ルと性格の具体的な関係を明確・検証することを目指して

いる。このシステムは、対面での交流相手に良い印象を与

えられるだけでなく、ユーザ自身の印象管理を実現し、自

身のアイデンティティの向上を支援することも目的とし

ている。 
 本研究では、以下の四つの軸（図１）に基づく、MBTI と
襟ディテールの関係に関する仮説を提案する。 

外向型 E・内向型 I  (エネルギーの方向）：襟の開き具

合と種類に関係がある。  
感覚型 S・直観型 N（外部情報の受け取り方）：材質で

表現可能である。 
思考型 T・感情型 F（判断の仕方）：襟の寒色・暖色に

関連する。 
判断型 J・知覚型 P（外部との接し方）：色相の組み合

わせ方で表現可能である。 

図１. MBTI 四属性分野表 
 

３．研研究究のの新新規規性性とと必必要要性性  

既存研究では、ファッションと性格特性の関連性に関す

る研究があるものの、具体的なアイテムのデザイン要素、

特に襟という詳細な要素とMBTIの関連性に注目した研究

は行われていない。本研究の新規性は、ユーザが表現した

い性格に関するいくつかのキーワードを選択し、セグメン

ト化・パーソナライズされた襟オススメシステムを通して、

襟ディテールにおける性格特性と、ユーザの自己暗示およ
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び自己表現力向上の可能性に関する知見を得る。 
近年のファッションには、職場や日常生活における初対

面の印象やパフォーマンスに与える影響が、求められるよ

うになっている。それに伴い、パーソナライズの観点で、

多様なニーズに対応するデザインの需要が高まる傾向に

ある。そこで、人間の幸福感とアイデンティティを向上す

るため、本研究は必要である。 
 
４．研研究究のの方方法法ととそそのの計計画画  

①CG画像の製作： 
 四つの分野(エネルギーの方向 E・I、外部情報の受け取

り方 S・N、判断の仕方 T・F、外部との接し方 J・P）を対

象とした仮説により、襟のディテール画像を作成する。(例

えばエネルギーの方向 E・ I は、異なる五つの開き具合と

種類の画像を作成する。) 

 ②ユーザ調査： 

 四つの分野に分け、作成したCG画像をユーザに提示し、

ユーザは提示された画像から感じた性格特徴の強さの順

位で並べ替えを行い、その理由を記述してもらう。 

③CG 画像の修正： 

ユーザ調査の結果を基に、四つの分野の仮説を検証し、

襟ディテールの部分を修正する。 

④CG 画像の再評価： 

修正後の画像を再度ユーザに提示し、再びユーザ調査を

行い、CG 画像を再評価する。 

⑤反復実験： 

上記のステップを繰り返し、CG 画像の評価と修正を行い、

襟ディテールと性格の具体的な関係を明らかにする。 

 

５．研研究究のの目目的的にに対対すするる検検証証やや評評価価方方法法 

 襟オススメシステムを構築し、アルゴリズムを用いた検

証実験を行う予定である。以下はアルゴリズムのアプリ画

面の設計の案である。ENFJ を例として説明する。 

 ①ページ 1：上で「今表現したいタイプは?」と問うテキ

ストを表示し、中央に性格に関するいくつかのキーワード 

を提示し、ユーザーに選択させる（図２）。 

図２.ページ 1 

   

 ➁ページ 2：ページ 1 に選択されたキーワードにより、

対応するMBTIタイプの英数字と対応する襟のCG画像を画

面中央に表示する（図３）。 

図３.ページ２ 

 ③ページ 3：ページ 2 に表示された内容を縮小し、襟の

四つの要素（開き具合・種類、材質、寒暖色系、色相の組

合わせ)の詳細的な文字説明とオススメシステムの評価項

目を提示する（図４）。 

図４.ページ３ 

 このプロセスを通じて、研究の流れと結論の厳密性を向

上させるだけでなく、将来の性格タイプに着目した新しい

オススメシステムの設計、特に襟以外のファッションディ

テールに関する提案において基盤となる知見を提供する

ことも期待する。 
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AAII にによよるる料料理理予予測測画画像像をを活活用用ししたた操操作作体体験験にに関関すするるユユーーザザーー評評価価調調査査

User Evaluation Study on the

Operational Experience Utilizing AI-Generated Cooking Prediction Images

（キーワード：AI 画像生成技術、料理体験、インターフェイス）

（KEYWORDS:AI image generation technology, cooking experience, interface）

○孔 維鵬，柿山 浩一郎（札幌市立大学）

11.. 研研究究背背景景とと目目的的

近年、人工知能（AI）の活用範囲が急速に拡大しており、

本研究では人工知能(AI)の画像生成機能を料理に応用す

ることを検討している。特に、料理初心者や多忙な現代人

にとって、失敗リスクを減らし、直感的に仕上がりを把握

できるシステムは有用である。しかし、調理家電の多機能

化が進むにつれ、時間・温度の設定は依然として難しく、

試行錯誤が必要となる。料理がうまくできなければ、フー

ドロスの増加や料理への意欲低下が課題となる。

また、視覚情報が人間の心理や感覚に与える影響は大き

いとされている。食べ物の見た目やイメージは、味の予測、

質感の認識、満足度に直接的な影響を及ぼすことが示され

ている「1」。加えて、AI 技術を用いた対話型の料理支援

システムが登場し、調理プロセスにおけるユーザーの理解

や操作を支援する取り組みが進められている「2」。とは

いえ、これまでの研究では、視覚的な予測画像を用いたユ

ーザー体験の向上に関する検証は十分になされていない。

本研究では、AI が提示する予測結果と実際の仕上がり

の差異、あるいはユーザーの個人差と嗜好をどこまで反映

できるのかといった課題を対象とする。AI による料理予

測画像を用いた時間と温度設定の操作体験が、ユーザーの

受容度や調理に対する自信にどのような影響を与えるか

を明らかにし、その結果をもとに機能改良の方向性を検討

することを目的とする。

22.. 先先行行研研究究

AI を用いた調理支援分野では、レシピ検索や材料自動

提案の研究が進むとともに、画像解析技術の発展により、

食材や料理の認識およびレシピや加熱条件の提案も試み

られている。しかし、「予測画像による仕上がりイメージ

提示」は新しいアプローチであり、利用者の安心感や学習

曲線への影響については十分な知見が蓄積されていない。

本稿は、AI 予測画像を用いた操作の評価に主眼を置く点

が特徴である。

33.. 調調査査

本研究では、AI 予測画像を用いて調理時間・温度を設

定する操作体験について、料理初心者から経験者まで幅広

く対象とし、合計 66名を対象にオンラインアンケート調

査を行った。

アンケート項目は大きく以下の四つの項目とし、それぞ

れに複数の選択式・自由回答式を設けた。

回答者の基本情報（性別、年齢、日頃の料理頻度など）、

AI予測画像を用いた操作方法の理解度（AI による予測の

仕組みや操作手順のわかりやすさ）、操作方式の受容度・

比較（ダイヤルやボタン操作との比較）実際に使ってみた

いかどうか、その理由、改良点や追加機能に関する要望。

図 1の提示を通して、提案する AI 予測画像を用った操

作を解説した上で回答を求めた。

図１ AI予測画像を用いた操作の操作説明図
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44.. 結結果果

44..11 回回答答者者ののププロロフフィィーールルおおよよびび基基本本的的なな料料理理状状況況

解答者は、男性 23名（34.85%）、女性 43 名（65.15%）

となった。年齢層は 26～35 歳が最多（51.52%）、次いで

18～25 歳（19.70%）であり、36 歳以上は比較的少なかっ

た。回答結果によれば、48.48%が週に数回料理をする一方、

21.21%が毎日料理を行っており、特に「時間と温度の把握

が非常に難しい」と感じる群の 75%が毎日料理をしていた

（図３－１）。

44..22 AAII 予予測測画画像像操操作作方方法法のの理理解解度度

約 70％の回答者が、AI 予測画像を用いた操作の操作方

法を「大体理解できた」または「非常に理解できた」と回

答した。しかし、「一般的に理解していない」「比較的理

解していない」「非常に理解していない」と回答した人々

の中で、具体的な時間や温度設定の手順が最も理解しにく

い部分として挙げられ、操作手順の説明の改善が必要であ

ることが示された（図３－２）。

44..33 操操作作方方式式のの利利点点とと欠欠点点

回答者に以下の 3つの操作画面の比較図（図２）を観察

してもらい、その上で新規 UI の利点と欠点について回答

してもらった。

図２ 3つの操作画面の比較例図

AI 予測画像を用いた操作の利点として「試行錯誤の削減

（65.15%）」「初心者の失敗軽減（48.48%）」が挙げられ

たが（図３－３）、一方で「UI に慣れが必要（56.06%）」

「操作が複雑になる可能性（48.48%）」といった懸念も見

られた（図３－４）。

44..44 追追加加機機能能のの要要望望とと改改善善

「文字説明の充実」や「異なる焼き加減・火力の可視化」

などのニーズが多く、また「AI の推奨理由を知りたい」「過

去の調理データとの比較を表示してほしい」といった意見

も寄せられた（図３－５）。予測画像の正確性を向上させ

ることで、初心者や忙しいユーザーの不安を軽減できる可

能性がある。

55．．結結論論

本調査の結果、AI予測画像を用いた操作の操作説明図は、

料理の成功率向上や試行錯誤の軽減に明確な利点を示し

ており、特に初心者にとって有用であることが確認された。

一方、具体的な設定手順や新規 UI への適応、個々の好み

への柔軟対応など、普及に向けた課題も浮き彫りとなった。

今後、ユーザーフィードバックを基に操作性や詳細な説明

の充実、機能の拡張を図ることで、全体のユーザー体験向

上による研究を進めていく。

調調査査デデーータタ

図３－１ 時間や温度を把握するのが難しい回答者と料理頻度の関係

図 3－2 理解できない人の中で理解できないこと（複数回答可能）

図 3－３ AI 予測画像を用いた操作の利点（複数回答可能）

図 3－4 AI 予測画像を用いた操作の利点と欠点（複数回答可能）

図 3－５ 追加機能の要望と改善（複数回答可能）
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